○報告書作成にあたっての注意ポイントリスト（２０１０年度報告書の場合）
配布の見本等を参考に以下の点に注意してください。
・形式について
1.文字種類とサイズ。
2.数字は半角で統一。
3.行間。
4.ページ数（報告書原稿は偶数ページに収める。）
・固有名詞表記について
1.執筆者の名前はフルネームで右寄りに表記。複数人いる場合、段を変える。
2.グループホーム名は「グループホームＢ」で統一。
3.入居者名もアルファベット１文字で匿名化。
・報告書の中身について
1.引用部分は、それ単独で載せるのではなく、自分の考察も併せて載せる。（あくまで自分の考察の裏付けとして。）
2.トランスクリプト一覧に載っていない記号を用いるときは、意味の解説をトランスクリプトの真上に載せる。→見本参照
≪記号一覧≫

3.写真の下にデータの開始時間を記載。
4.写真の中の入居者には目隠しを入れる。
・その他
1.白黒印刷なので、写真が黒くならないように調節。
2.謝辞を各章考察末尾に入れる。配布見本のコピペでよい。
配布のCDと見本で主にチェック。





例）田村怜美


　　田村理菜





例）HaHa：笑い　：：直前の言葉が延されている様子。











